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京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
1．趨伶例の大美育概念の意味  
趨は西南地区の「美育」を「大美育」と名づけ，強調している。この「大美育」をいかに理解  

































徴が，大きな可能性を学んでいるからである。   
それにもかかわらず，現在の知の教育や徳の教育において，われわれは往々にして，それぞれ  
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美を認識できるような具体的な内容でなければならない 6」と越は指摘した。   
この具体的な教育内容をもってはじめて，実否は学生の「審美的鑑賞，審美的表現と審美的創  
造能力を養う」という主要目標と，「徳，知，体，労の全面的発達を図る」という並列目標7を同時  
に達成することができると考えられるのである。   
このように，学校カリキュラムにおいて，小学校から中学校，高校，大学まで，各段階の生理  
的，心理的そして認識的発達の特徴に応じた美育の目標と内容，教材が作られる。今，全国の152  















いは歴史と未来とをっなぐ橋，といった時間と空間にかける橋である。   
様々な活動がこの授業に伴って展開される。地元の有名な橋を見学しに行ったり，そこで，自  
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る。音楽のリズム， 舞踊の姿，絵画の線などの把握からである。芸術家の思想を反映する芸術作  
品は，単なる形式美の鑑賞のみでは十分とは言えず，必ず一定の内容を伴ってはじめて鑑賞する  
側の共鳴をもたらすことができる。その内容を理解することは芸術美の観賞にとってはもっとも  











びであると同時に，理性と融合しあった科学美であると言えよう。   
科学美は調和性，対称性，簡潔性などの特徴をもっている。これらの特徴から離れて，科学美  
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京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
を鑑賞することができない。趨は科学美を鑑賞する審美的視点をこれらの中から取り出し，子ど  







































りにされた。   
第一に，美育は徳，知，体，美，労の人間素質の全面的発達を促進する可能性を学んでいると  
いう点で一致している。この信念に基づく美育活動の展開は，今日における教育改革の突破口に  
なり得る。   
第二に，「入試教育から素質教育へ」の教育改革の転換は，知識から人間へという視点の転換と  
も考えられる。その際，子どもは知識を受け入れる受動的な存在ではなく，子どもの主体性，能  





対している。   
第四に，理論の研究に重点を置く状況から，実践でどれくらいの効果があるかを研究する方向  
に転じている。実践と密接に結びつけた研究は彼らがもっているもう一つの共通点と言えよう。  
西南地区のはかに，いくっかの地区でも，その研究成果を地元の学校で実行している。   
このように，美育に対する認識の一致にもかかわらず，実際には，各地で行われている研究は，  
各地の実情に沿って多種多様である。以下では，その中で特色のある研究を取り上げて，これら  
を概観し，西南地区の地位を浮き彫りにしてみよう。   
まず，華東地区（特に上海）では，各教科の中にいかに美的要素を発見できるのかを美育の課  
題として，研究が進んでいる13。   
次に，従来の「術」を重視する芸術教育の改革である東北，華南地区の研究を見てみよう。彼  
らの研究は，「音楽，美術を綜合的な学校活動に統合することを通して，子どもの審美的能力及び  
他方面の発達を促進すること14」を目指している。   
また，学校の環境を美化することに力を入れて，それを美育の出発点と考えている地区の研究  
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ではないか16」という批判も出された。「大」を使うと，一種の熱狂的なイメージを与えるかもし  
れないが，しかし，研究の厳密さ，慎重さがないとは言えない。「大夫青系統論」は，理論，実践，  
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評価を与えることができるのではなかろうか。   
このように，西南地区の研究が中国の美育研究に与え得た示唆を三つに絞って検討した。私は，  
これからの中国の美育はより多様的な創意工夫を図る必要があると考えるが，恐らくこうした方  







2 第1回（1951－1955）一徳，知，体，美の全面的発達。1951年3月第1次全国中等教育会議で，「人   
間の徳，知，体，美の全面的発達は教育の目的である」と制定された。1952年に配布された幼児，   
小学生，中学生の一連の草案の中にも，明確かつ貝体的に美育の要求が記されていた。第2回   
（1956－1985）一徳，知，体の全面的発達。1957年，毛沢東は「我々の教育方針は教育を受けるもの   
を，徳，知，体のいずれの面でも成長させ，社会主義的自覚をもち，教養を備えた労働者に育て上   
げることである」と指摘した。この方針に従い，この時期から教育の目的は，「徳，知，体の全面的   
発達である」と制定された。政治教育はすべての教育の中心であるとされたこの時期の教育目的か   
ら，美育の姿は消してしまった。第3回（1985）一徳，知，体，美，労の全面的発達。80年代におけ   
る経済の発展と科学の進歩は，人々の道徳観や価値観に大きな影響を及ぼした。学校が提唱した道   
徳観・価値観に対する反抗の感情が根強くなったので，学校の道徳，政治教育は窮地に陥ってし   
まった。この現象を起こさせたのは，美育の欠如が大きな原因であるといわざるを得ない。この現  






3 趨伶例，郭成編『小学校大美両系統論』，西南師範大学出版社，1997年，32頁。  
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なくなると，私は大抵，美の方を選んだ」と述べたのはヘルマン・ワイル（HermannWeyl，1885N   
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